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新しい村づくリ始まる
本年度事業費5、177、000円
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昨
年
四
月
河
野
農
相
の
構
想
に
よ

っ
て
、
新
し
い
村
作
り
を
標
榜
し
て

歩
み
出
し
た
。
新
農
村
事
業
の
三
十

二
年
度
特
別
助
成
事
業
は
県
、
国
と

も
む
す
か
し
い
審
査
を
経
て
、
八
月

五
日
付
で
内
定
し
、
そ
れ
ぐ
事
業

に
着
手
し
た
。

本
年
度
の
認
承
事
業
は
下
条
地
区
願

入
部
落
共
同
作
業
所
、
十
日
町
地
区

猿
倉
の
集
乳
所
な
ど
八
事
業
種
目
計

三
十
六
件
で
総
事
藁
費
五
百
十
七
万

七
千
円
、
当
初
の
申
請
事
業
費
は
穴

百
四
十
一
万
三
千
円
で
あ
っ
た
の

．
で
、
事
藁
件
数
も
多
か
っ
た
が
一
部

不
適
碓
と
み
な
さ
れ
、
削
減
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。

　
農
家
経
営
規
模
の
零
細
と
こ
れ
に
一
憾
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伴
う
経
済
力
の
貧
困
が
起
因
し
て
、
一
　
然
し
承
認
に
な
．
た
事
業
主
体
に

事
業
が
零
細
で
あ
る
の
で
国
の
基
準
…
つ
い
て
は
適
確
に
事
業
の
推
進
を
図

な
ど
か
ら
見
る
と
、
事
業
の
採
択
に
［
り
、
将
来
の
農
業
振
興
の
基
盤
に
な

困
難
性
は
あ
る
と
は
い
え
、
甚
だ
遺
・
る
よ
う
努
力
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

　
九
月
三
日
に
十
町
地
域
農
村
振
興

協
議
会
を
開
き
事
業
推
進
と
三
十
三

年
度
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
．
。

そ
の
結
果
繰
越
事
業
で
可
能
性
の
あ

る
も
の
が
事
業
費
で
百
五
十
万
円
位

し
か
な
い
の
で
、
何
と
か
市
費
を
出

し
て
農
業
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
現

在
の
各
般
に
分
れ
て
い
る
農
業
団
体

の
機
構
を
カ
バ
ー
し
た
運
営
に
よ

り
、
農
民
の
便
宜
と
農
業
振
興
の
基

盤
を
是
非
作
る
よ
う
に
と
強
い
要
望

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
委
員
を
挙
げ
て

こ
れ
が
調
査
を
進
め
、
成
案
を
得
た

上
で
、
市
に
要
請
す
る
な
ど
実
現
に

乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
今
迄
に
申
請
の
な
い
事
業
で

も
効
果
的
の
事
業
が
あ
っ
た
ら
、
申

請
す
れ
は
来
年
度
事
業
計
画
に
組
入

れ
て
も
よ
い
の
で
申
請
を
希
望
し
て

い
る
。

臨
．
二
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
追
加
更
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
　
　
十
三
件
を
審
議
す

　
九
月
十
二
日
第
三
回
十
日
町
市
議
一

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
十
日
町
ー

松
代
線
高
山
地
区
拡
張
な
ど
を
含
む
．

三
百
六
万
八
千
円
の
追
加
更
正
予
算

・
案
他
十
二
件
が
審
議
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
を
上
げ
る
と
、

一
、
川
治
中
学
建
築
（
一
八
七
坪
）

　
四
百
八
十
万
円
、
十
日
剛
中
学
校

　
図
書
舘
新
築
（
五
八
坪
）
百
八
十

　
万
円
、
十
日
町
中
学
校
増
築
（
一

　
〇
六
坪
）
二
百
七
十
五
万
円
、
の

　
そ
れ
ぐ
の
工
事
講
負
契
約
は
、

　
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
締
結

　
を
し
た
承
認
の
件
。

二
、
市
内
連
絡
用
バ
ス
購
入
二
百
万

　
円
（
ニ
ッ
サ
ン
号
一
九
五
七
年
E

　
五
九
〇
型
キ
ャ
ブ
ス
タ
ー
バ
ス
）

　
で
、
随
意
契
約
締
結
し
た
承
認
の

件
。

三
、
吉
田
公
益
質
屋
倉
庫
を
庸
芥
焼

　
却
場
上
屋
の
復
旧
資
材
に
転
用
す

る
こ
と
の
承
認
の
件
。

一
四
、
昭
和
三
十
二
年
十
日
町
市
才
入

　
才
出
追
加
更
正
予
算
議
決
の
件
。

▼
才
出
追
加
更
正
予
算
の
内
訳

市
役
所
費
三
〇
、
O
O
O
円

　
中
条
出
張
所
屋
根
修
理
費
三
〇
、

　
O
O
O
円
追
加
、
外
市
役
所
職
員

　
費
一
部
項
内
予
算
更
正
。

土
木
費
九
三
〇
、
O
O
O
円

　
十
日
町
橋
修
理
費
分
担
金
六
〇

　
〇
、
O
O
O
円
、
県
道
十
日
町
ー

　
松
代
線
高
山
地
区
拡
張
費
分
担
金

　
三
三
〇
、
O
O
O
円
追
加
。

教
育
費
七
七
八
、
O
O
O
円

　
燃
料
値
上
り
に
よ
る
追
加
。

社
会
及
び
労
働
施
設
費
三
五
〇
、
O

　
O
O
円

　一
　
身
体
障
害
者
挟
助
費
一
〇
〇
、
O

　
O
O
円
、
県
営
ア
パ
ー
ト
建
設
負

　
担
二
五
〇
、
O
O
O
円
追
加
。

［保健
衛
生
費
一
五
〇
、
O
O
O
円

　
塵
芥
焼
却
場
上
屋
復
旧
建
築
費
。

財
産
費
三
〇
、
O
O
O
円

　
吉
田
巡
査
駐
任
所
修
理
費
。

選
挙
費
漱
内
予
算
更
正
増
減
な
し

　
県
下
十
九
市
選
挙
管
理
委
員
会
連

　
合
会
開
催
の
た
め
款
内
一
部
予
算

｝
、
整
．

諸
麦
出
金
八
O
O
、
O
O
O
円

　
徴
税
費
臨
時
雇
給
一
〇
〇
、
O
O

一
。
円
・
吉
駅
跨
醒
嚢
分

一
担
金
七
・
・
・
…
円
嘉
・

一
計
　
　
　
三
、
〇
六
八
、
O
O
O
円

し
ば
ら
く
の
が
ま
ん
な

　
　
　
　
　
水
道
課
よ
り
皆
さ
ん
へ

　
上
水
道
工
事
も
着
女
進
み
、
十
一

月
完
工
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
九
月
、
十
月
に
か
け
て
道
路

の
配
管
埋
設
工
事
に
入
り
、
道
路
を

堀
り
返
し
た
り
埋
戻
し
た
り
す
る
の

で
、
大
変
皆
さ
ん
に
交
通
そ
の
他
不

便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
速
か
に
工
事
を
施

行
さ
せ
る
よ
う
督
励
し
て
お
り
ま

す
。
何
卒
ご
理
解
下
さ
れ
、
し
ば
ら

く
の
間
が
ま
ん
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
本
管
配
管
工
事
の
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
十
日
晴
橋
水
源
地
－
県
道
に
沿
っ

て
ー
高
田
町
ー
本
酊
三
叉
路
（
小

　
学
校
に
行
く
道
路
）
諏
訪
町
－
小

　
学
校
々
庭
－
配
水
池
。

◎
高
田
町
十
字
路
ー
昭
和
町
二
丁
目

　
－
三
丁
目
－
四
丁
目
。

ム
9
●
き
↓

　
以
上
の
財
源
と
し
て
才
入
に
お
い

て
追
加
予
算
は
、

市
税
一
、
九
三
一
、
O
O
O
円

　
市
町
村
民
税
個
人
分
『
二
三

　
一
、
0
0
0
円
、
同
法
人
分
七
〇

〇
、
O
O
O
円
。

公
営
企
藁
及
び
財
産
収
入
一
〇
〇
、

　
O
O
O
円
　
物
件
売
却
代
。

国
庫
麦
出
金
八
O
、
O
O
O
円

　
身
体
障
害
者
扶
助
費
。

寄
付
金
四
〇
〇
、
O
O
O
円

　
十
日
町
橋
修
理
費
二
〇
〇
、
O
O

　
O
円
十
日
町
駅
跨
線
橋
架
設
費
二

　
〇
〇
、
O
O
O
円
。

雑
収
入
．
五
五
七
、
O
O
O
円

　
焼
却
場
上
屋
火
災
保
険
金
一
五

　
〇
、
O
O
円
、
大
堰
改
修
費
長
野

塗
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…
』
聖
｝
轟
＝
≡
一
＝
≡
＝
＝
【
＝
匿
一
一
詣
＝
…
＝
＝
一
＝
■
堅
≡
＝
…
茜
嬰
一
轟
望
＝
一
昌
…
一
璽
一
＝
墨
…
隔
曇
置
雲
一
＝
■
■
…
■
■
…
・
聖

　
．
舅

　
　
説

　
　
解

　
（
多

　
水
道
施
設
の
設
置
、
管
理
、
運
営

を
定
め
た
、
水
道
使
用
条
例
が
八
月

五
日
議
会
を
通
過
し
た
。
今
簡
単
に

あ
ら
ま
し
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
★
総
　
則

0
給
水
の
方
法
は
す
べ
て
計
量
給
水

　
（
メ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
使
用
量
を

　
計
る
）
と
な
っ
て
い
る
。

②
給
水
装
置
（
市
費
で
施
し
た
配
水

　
管
よ
り
分
け
ら
れ
た
給
水
管
か
ら

　
蛇
口
ま
で
の
装
置
）
は
、

　
一
、
専
用
栓
（
一
戸
叉
は
一
つ
の

　
　
事
業
所
が
使
用
す
る
も
の
）

　
二
、
共
同
栓
（
二
戸
以
上
の
家
．
事

　
　
に
共
用
す
る
も
の
）
　
（
私
設
共

　
　
用
栓
H
道
路
等
に
出
し
て
誰
で

　
　
も
使
え
る
も
の
）
　
（
公
設
共
用

　
　
栓
）
。

水
道
使
用
條
例
の

あ
ら
ま
し

　
三
、
消
火
栓
の
三
っ
が
あ
る
。

①
専
用
栓
は
用
途
別
に
次
の
七
種
に

　
分
け
、
料
金
が
異
っ
て
い
る
。

　
一
種
B
家
事
用
（
一
般
塚
庭
、
会

　
　
社
等
で
使
う
）

　
二
種
麗
官
公
署
学
校
用
。

　
三
穐
H
営
業
用
（
魚
屋
、
料
理
屋

　
　
旅
舘
、
理
ハ
ッ
店
な
ど
営
業
に

　
　
た
く
さ
ん
水
を
使
う
も
の
）

　
四
種
醒
工
業
用
（
工
場
．
で
大
口
に

　
　
使
う
も
の
）

　
五
糠
闘
湯
屋
業
用
。

　
六
種
”
娯
楽
用
（
墳
水
、
庭
園
等

　
　
娯
楽
に
使
う
も
の
）

　
七
種
“
臨
隠
用
（
幅
時
興
業
等
に

　
　
使
う
も
の
）

　
　
★
給
水
装
置
及
び
工
事

①
給
水
装
置
工
事
の
請
求
は
、
設
計

　
手
数
料
百
円
を
添
え
て
、
使
用
者

　
の
請
求
に
よ
り
市
が
施
工
す
る
。

　
市
は
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
者
を

　
指
定
し
、
、
工
事
を
さ
せ
、
検
査
す

　
る
。

②
一
L
婁
費
の
負
担
区
分
、
メ
ー
タ
ー

　
（
量
水
器
）
は
市
で
．
貸
与
、
材
料

　
そ
の
他
の
工
事
費
は
請
求
者
か
ら

　
負
担
し
て
い
た
〉
く
、
配
水
管
は

　
道
路
の
片
端
に
埋
め
、
、
工
扇
費
の

　
計
算
は
道
路
の
頁
中
に
管
が
入
っ

工業用営1病官i公＿用
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○
立
方
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
よ
　
ロ

　
　
　
　
　
学
返
、
濡
隷
看
一

　
　
　
　
　
　
　
　
二

0立
方
，
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

0
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
立
方
米
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ロ

い
業
医
■
口
磨
鯨
、
誹
石
）
一
、

工
畷
大
口
一

錯
℃
新
胱
石
）
　

　
て
い
る
も
の
と
し
て
計
算
す
る
。

③
．
工
事
費
の
納
入
は
原
則
と
し
て
前

　
納
。
し
か
し
新
設
の
場
合
に
限
っ

　
て
保
証
八
を
つ
け
て
六
ヵ
月
以
内

　
の
分
納
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い

　
る
。
こ
の
場
合
．
工
事
費
の
三
割
に

　
あ
た
る
額
を
前
納
し
な
い
と
工
事

　
に
蕎
手
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

　
る
。

④
前
納
金
は
工
學
の
竣
工
後
精
算
し

　
余
れ
ば
返
し
、
不
足
の
場
合
は
徴

使
　
　
　
肘
　
　
　
料

水
量
じ
基
本
一
脚
金
㌧
、
超

　
　
　
　
一
『

　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
O
O
円

　
　
　
　
一

収
す
る
。

⑤
給
水
装
置
の
修
理
は
、
故
意
、
過

　
失
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
給
水
開

　
始
後
六
ヵ
月
間
は
市
曙
で
修
理
す

　
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
★
給
　
　
水

0
給
水
装
置
の
．
工
事
が
終
了
し
・
市

　
の
検
査
に
合
格
し
た
と
き
、
使
用

　
者
は
給
水
開
始
の
請
求
を
市
長
に

　
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

②
使
用
水
量
は
毎
月
一
回
水
道
係
員

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
過
水
量
　
超
過
料
，
金

5
・
円
死
灘
曇
り
τ
壼

　
　
四
五
〇
・
円

　
　
　
　
　
　
　

一
、
一
〇
〇
円
い

三
、
四
〇
〇
円
．

　
　
　

1
　
　
一

七
、
五
〇
〇
円
一

　
　
　
　

1
一

〃　　〃　　〃　　　〃　 〃

一
一
五
円

二
〇
円

一
一
〇
円

一
八
円

一
五
円
、

蕩
屋
業
皿

「
私
設
共
用
栓
㎜

　
　
へ
　
ガ
ガ
　
と

一
霜
翻
昧
石
）
｝

一
〇
剤
一
方
米

一
、
五
・
鋤
、

ト
　

　
コ
　
　
　

　
　
一
七
〇
円
㎜

〃　　　〃

七五
円円

　
が
量
水
器
に
よ
り
計
量
し
、
消
費

　
水
量
は
直
ち
に
使
用
者
に
通
知
さ

　
れ
、
そ
れ
に
よ
り
料
金
が
徴
収
さ

9
航
る
。

①
水
道
使
用
者
は
量
水
需
の
作
用
に

　
疑
問
の
あ
る
と
き
は
試
験
を
請
求

　
す
る
こ
と
が
で
．
き
る
。

　
　
★
　
使
用
量
及
び
牟
数
料

0
使
用
料
は
各
用
途
別
に
ょ
り
一
ヵ

　
月
計
算
で
徴
収
さ
れ
る
。
主
な
も

　
の
を
あ
げ
て
み
る
と
別
表
の
通
り

②
使
用
料
は
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

　
き
は
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
っ
て
い
る
。

④
量
水
器
の
使
用
料
は
一
ヵ
月
毎
に

納
入
し
て
戴
く
。

　
◎
一
般
塚
事
（
内
径
一
三
．
ゾ
）
量

　
　
水
器
　
　
　
　
　
三
〇
円

　
◎
営
業
用
等
（
内
径
二
Q
、
、
リ
）
量

　
　
水
器
　
　
　
　
　
五
〇
円

　
こ
の
外
各
種
手
数
料
と
か
違
反
し

た
と
き
の
処
分
の
方
法
と
か
、
細
か

い
規
定
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

紙
面
の
都
合
上
省
略
い
た
し
ま
す
。

鉄
道
局
よ
り
過
年
度
分
収
入
四
〇

七
、
O
O
O
円
。

計
　
　
　
三
、
〇
六
八
、
O
O
O
円

五
、
前
回
市
議
会
臨
時
会
に
提
出
さ

　
れ
、
各
関
係
委
員
会
に
付
託
と
な

　
っ
た
請
願
の
件
。

①
十
日
町
市
建
築
木
工
職
別
組
合
共

　
済
会
育
成
補
助
変
付
方
請
願
に
つ

　
い
て
は
、
民
生
安
定
の
基
本
課
題

　
で
あ
る
の
廷
、
こ
れ
を
助
長
す
る

た
め
採
択
。

②
菅
沼
を
経
て
大
池
に
通
す
る
市
道
…

　
よ
り
大
字
神
山
地
内
の
農
道
に
接

　
す
る
道
路
開
設
の
件
は
・
市
の
還

　
状
道
路
、
産
榮
の
発
展
、
消
防
活

　
動
の
利
便
等
諸
設
の
必
、
要
性
を
認
．

め
採
択
。

③
羽
根
川
流
域
ニ
ッ
屋
護
山
．
序
工
事
に

　
つ
い
て
は
、
再
災
害
防
止
と
被
害

　
の
拡
大
を
防
ぐ
上
に
も
速
か
に
対

　
策
を
構
ず
べ
き
も
の
と
し
て
一
採
択

．
④
六
箇
船
坂
部
落
内
頽
雪
防
止
工
事

は
、
県
工
事
に
極
力
該
当
さ
せ
て

遂
行
を
図
る
よ
う
に
す
べ
き
も
の

と
、
そ
れ
ぐ
讃
願
四
件
は
採
択

と
な
っ
た
。

し
尿
く
み
取
申
込
は
早
目
に

　
毎
年
十
月
、
十
一
月
に
な
り
ま
す
．

と
、
降
雪
間
際
で
汲
取
申
込
が
激
増

し
、
折
角
の
皆
さ
ん
の
ご
申
込
に
も

か
＼
わ
ら
す
手
が
回
り
兼
ね
、
制
限

す
る
事
熊
を
起
し
て
δ
迷
惑
を
相
か

け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
は

し
尿
汲
取
衛
生
車
を
購
入
、
機
動
力

を
図
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
九

月
は
申
込
み
も
少
な
い
時
で
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
口
利
用
の
方

や
δ
都
合
の
出
来
る
方
は
早
目
に
申

込
み
下
さ
れ
、
汲
販
制
限
な
ど
と
い

う
ご
迷
惑
の
か
＼
ら
な
い
よ
う
に
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
期

申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
わ
ず
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん

　
病
気
に
な
る
こ
と
は
不
幸
の
第
一

歩
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
頃
丈
夫
な
人

で
も
、
い
つ
病
気
や
け
が
を
し
な
い

と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
に
す
ぐ
心
配
に
な
る
も

は
医
者
に
か
＼
る
費
用
で
す
。
こ
の

、

心
配
を
な
く
す
る
こ
と
が
不
幸
の
第

一
歩
を
喰
い
止
め
る
仕
組
み
。
こ
れ

が
国
民
健
康
保
険
で
す
。

　
市
の
国
保
で
は
病
気
や
け
が
を
，
し

　
　
≦
曳
ー
～

掛
金
な
を
守
る

…
た
時
に
、
医
者
に
か
＼
っ
た
費
用
の

ユ
う
ち
　
　
を
　
し
て
お
り
ま
す
パ
　

簿
制
限
）
し
か
し
書
毒
書

　
が
き
め
た
　
　
の
ぽ
ぞ
に
か
エ
っ
た

一
時
は
（
主
と
し
て
県
外
）
蕗
の
全

㎜
額
を
麦
払
っ
て
い
た
V
き
、
そ
の
受

領
書
を
提
出
れ
す
ば
前
記
の
よ
う
に

ー
そ
の
半
額
を
麦
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

｝
叉
お
産
や
死
亡
し
た
と
き
に
は
三

今年は黒い土が出るのが遅れて忙しい春の作業が

特に多忙を極めた。田打，田掻，田植，草販り，

消毒．追肥・…と苦労が続いた・心配した台風もこ

となく，今は黄金の波が打ちみのりの秋，豊作の

秋，案山子は豊穰の稲穂を冤守っている。

百
円
を
助
産
．
費
反
は
葬
祭
費
と
し
て

給
付
い
た
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
賄
う
収
入
は
ど

う
か
と
い
＼
ま
す
と
、
先
ず
第
一
が

皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
ヤ
く
保

険
料
で
、
別
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
尚
こ
の
表
で
は
前
号
に
よ

る
保
険
料
負
担
額
と
差
異
が
あ
り
ま

す
が
、
前
号
の
数
、
字
は
市
民
全
世
帯

の
平
均
値
で
表
わ
し
た
も
の
で
、
今

回
の
数
字
は
被
保
険
者
の
み
を
対
照

と
し
た
も
の
で
、
実
数
と
も
い
え
る

わ
け
で
す
。

　
そ
の
次
ぎ
は
国
の
補
助
金
で
す
。

こ
の
大
切
な
仕
事
を
よ
り
立
派
に
や

っ
て
ゆ
け
る
よ
う
に
、
国
で
は
補
助

金
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
も
ら

っ
た
額
は
全
部
で
一
千
三
百
八
十
六

万
円
で
、
一
人
当
り
約
三
百
八
十
円

に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
主
な
も
の
で

は
市
費
か
ら
の
繰
入
金
が
あ
り
ま

す
。

　
本
年
度
は
四
、
百
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
別
表
を
見
ま
す
と
、
一
人
当
り
診

療
日
数
、
昨
年
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
ま
で
、
八
日
半
医
者
に
か
＼
，
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
反
保
険
料
が
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
麦
払
に
こ
と
欠
き

ま
す
し
、
滞
納
が
な
く
な
る
と
皆
さ

ん
の
負
担
は
四
割
で
済
む
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
国
保
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
も
保
険
料
の
完
納
が
先
決

で
す
、
市
で
は
納
税
組
合
の
加
入
を

奨
励
し
、
多
額
の
補
助
令
を
出
し
て

お
り
ま
す
。
末
加
入
の
方
は
す
ぐ
最

寄
の
納
税
組
合
に
加
入
さ
れ
て
、
益

友
国
保
の
発
展
に
さ
協
力
下
さ
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

－
、
、
』
，
旨
ー
…
「
』
哨

ペ

産
業
育
成
資
金
の
十
月

融
資
は
九
月
末
日
〆
切

（
厳
守
）
十
月
十
日
前

後
に
貸
出
す
予
定
で

す
。
融
資
金
融
機
関
は

短
期
（
三
ヵ
月
）
は
新
．

潟
相
互
銀
行
及
び
大
光
相
互
録
行
、

長
期
（
十
ヵ
月
）
は
商
工
信
用
組
合

で
す
。
な
お
申
込
書
は
市
役
所
経
済

課
商
工
係
と
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま

す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

会
計
窓
口
よ
り

　
　
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
綬
所
関
係
の
お
友
払
は
毎
月
つ
ぎ

の
と
お
り
に
さ
せ
て
載
い
て
お
り
ま

す
か
ら
お
忘
れ
な
く
お
出
下
さ
い
。

◎
麦
払
予
定
日
“
五
日
、
十
五
日
、

　
ニ
ナ
　
　

『
▽
日
響
は
右
の
香
の
前
日

に
な
り
ま
す
。

▽
三
千
円
以
上
の
品
物
女
は
工
嶺
の

受
領
証
に
は
十
円
の
収
入
印
紙
を
お

忘
れ
な
く
持
参
下
さ
い
。

▽
出
張
所
麦
払
は
十
日
、
二
十
二
日

押売リにご注意
　
こ
れ
か
ら
秋
の
収
獲

で
、
猫
の
手
も
か
り
た

い
、
年
間
最
も
繁
忙
の

時
期
で
す
。
働
き
手
は

残
ら
す
外
え
出
て
、

家
を
守
る
の
は
年
寄
り

か
子
供
だ
け
、
そ
こ
を

狙
7
．
乗
り
込
ん
で
く

る
の
が
押
売
り
で
、
押

売
り
す
る
品
物
に
は
ま

と
も
な
も
の
、
あ
る
は

す
が
な
い
。
口
達
者
の
上
に
凄
味
を

き
か
せ
、
桑
剛
よ
ろ
し
く
押
売
り
を

や
ら
れ
て
は
、
ま
っ
た
く
純
真
な
留

守
番
で
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
説
き

伏
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
い
か
も
の
を

押
し
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
憎
ん
で

も
余
り
あ
る
徒
輩
で
、
外
で
働
く
も

の
も
気
が
落
ち
つ
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
こ
の
頃
で
は
押
売
り
禁
札
ぐ
ら
い

で
は
駄
目
で
・
何
と
か
よ
い
手
は
な

い
も
の
か
？
警
累
で
は
隣
近
所
、
部

』
落
の
人
々
が
協
力
す
れ
ば
申
分
な
い

方
法
で
あ
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

押
売
り
撲
滅
対
策
を
部
落
部
落
で
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ニ
　
　
　
　

硅
裂
険
料
犠
欝
獅
医
響
燭
櫻
轡
皿
日
数

一〇九
一　；一　ごう
、　　　、　　　、
プt」⊂⊃　冒戒千

盟空美円
⊂⊃　爺、　φ
　、　　～　　、

旗八　r二干
叢 裂一互ヨ

鳳
義
匹

五
毛

晃
匹

遜
　
　
円

急
三
、
窒

九
8
三
、
莞

全
四
．
三
、
萎

四レ匹ヨ【巫
、　 、　 、

　ノペロヨ
要突毛円

八八七、　 、　、
　丁一　　　＿L＾
工上一ノ￥
日日日

｝
っ
く
り
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
繁

一期に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
1
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
「
F
F

I
　
！
I
l九日着兜工

　土木工享

　
　
▽
着
　
工
△

橋
梁
▽
池
之
平
橋
修
繕
▽
船

坂
橋
修
繕
▽
．
栗
ノ
木
田
橋
修
繕

道
　
　
路
　
▽
高
田
酊
東
線
　
側
溝

百
層
▽
慶
地
轟
木
線
改
良
巾
四
層

長
さ
二
百
七
十
層
▽
樽
沢
線
側
溝

二
百
麿
▽
高
場
軽
沢
線
　
改
良
巾
四

麿
長
さ
三
百
四
十
麿

そ
の
他
災
害
十
ヵ
所

　
　
▽
竣
　
工
△

橋
梁
▽
嘉
勝
橋
（
永
久
橋
）

巾
三
・
六
層
長
さ
一
四
・
四
麿
▽
柴

一
倉
橋
（
、
氷
久
橋
）
巾
二
．
七
麿
長
さ

十
五
・
五
麿
▽
栗
ノ
木
田
橋
　
修
繕

麦保

工
一
組
▽
船
坂
橋
　
修
繕
橋
板

張
替
▽
池
之
平
　
修
繕
高
欄

道
路
真
田
線
盛
土
千
二
百

四
立
方
米
水
路
四
材
▽
原
行
寺
線

改
良
巾
三
・
六
麿
長
さ
百
麿

そ
の
他
災
害
復
旧
九
ヵ
所

市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
市
政
に
関

す
る
こ
と
で
ご
不
明
の
点
や
建

設
的
な
呑
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
是
非
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

宛
先
は
総
務
課
「
市
政
だ
よ

り
」
係
へ

住
所
氏
名
は
明
記
下
さ
い
。
紙

面
に
掲
載
で
き
な
い
分
は
直
接

同
答
を
送
り
ま
す
。

皿
塵
芥
焼
却
場
矢
｝

「
火
お
詫
び

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
る
八
月
二
十
一
日
大
切
な
市
有

物
の
焼
却
場
の
失
火
に
つ
き
ま
し
て

は
　
　
　
オ
ゴ
　
　
に
ヰ
　
な
く
　

一
軽
．
講
懸
魏
借

く
二
十
三
日
．
小
り
作
業
は
平
常
に
復

し
ま
し
た
。
火
事
の
原
因
に
つ
き
ま

し
て
は
祭
り
の
前
の
こ
と
で
塵
芥
集

収
量
が
多
く
、
反
折
り
悪
く
当
日
は

強
風
が
吹
き
塵
芥
整
理
に
充
分
の
処

理
が
で
き
す
に
お
っ
た
不
始
末
が
大

事
に
、
至
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今

後
充
分
管
理
人
は
勿
論
の
乙
と
作
業

者
に
お
い
て
も
細
心
の
注
意
を
払
う

よ
う
特
に
注
意
を
な
し
、
再
び
欺
様

な
事
の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。
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第12号

譲
實
態
調
査
纒
る

人
口
四
二
、
九
六
一

　
　
　
　
　
　
　
借
家
間
借
世
帯
馴
、
〇
三

住
民
登
録
が
正
し
く
登
録
さ
れ
て

お
る
か
ど
う
か
、
誤
り
が
あ
れ
ば
修

正
し
、
今
後
の
利
便
と
適
正
且
つ
簡

素
化
を
図
り
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

届
出
が
励
行
さ
れ
る
よ
う
、
併
せ
て

年
令
別
人
口
統
計
並
び
住
宅
の
調
査

を
行
い
市
政
の
基
礎
資
料
の
整
備
を

図
る
な
ど
の
目
的
で
八
月
初
旬
統
計

調
査
員
の
手
を
煩
し
ま
し
て
、
住
民

登
録
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
権
の
取
得
は

住
民
登
録
か
ら

役
所
は
市
議
会
の
議
員
、
市
長
の
選

挙
、
市
尾
税
の
賦
裸
徴
収
、
小
甲
学

校
の
教
育
の
実
態
、
奪
霞
の
配
給
な

ど
、
洩
れ
な
く
住
民
が
把
握
さ
れ
て

乙
そ
適
切
な
市
政
が
実
行
．
で
き
る
わ
…

け
、
で
あ
り
、
住
民
は
趨
れ
な
く
南
役

所
に
登
録
さ
れ
て
こ
そ
十
日
町
市
民

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

役
所
盃
は
住
民
簿
に
よ
り
選
挙
人
名

簿
、
主
食
の
配
給
台
帳
、
就
学
の
為
、

の
学
令
簿
、
入
学
通
矧
や
叉
予
防
接

種
の
台
帳
、
住
民
税
の
台
帳
、
印
鑑

証
明
、
住
民
証
閉
、
そ
の
他
各
種
行

政
事
務
な
ど
貴
重
な
資
料
を
作
製
い

た
し
ま
す
。
そ
こ
で
登
録
の
手
続
履

r
行
に
よ
り
住
民
と
し
て
の
権
利
が
享

受
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

異
動
が
あ
っ
た
ら

十
四
日
以
内
に

　
と
乙
ろ
が
た
ま
く
こ
の
登
録
が

、
異
動
の
際
実
行
さ
れ
す
役
所
も
住
民

も
思
わ
ぬ
不
便
を
蒙
む
る
こ
と
が
あ

一
り
ま
す
の
で
八
月
初
旬
こ
の
「
調
査
レ

一
を
行
い
住
民
簿
の
救

備
を
い
た
し
ま

し
た
。

乙
の
調
査
の
結
果
異
動
無
届
が
千
。
五

百
八
件
も
あ
り
ま
し
た
。
世
帯
八
口

は
匿
欝
数
七
千
四
百
七
十
五
・
人
口

四
万
二
千
九
百
六
十
一
人
こ
れ
ま
で

に
把
握
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
世
帯

数
で
は
二
十
九
、
人
口
は
四
百
五
十

三
人
も
少
く
早
速
台
帳
を
整
理
い
た

し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に
住
民

の
皆
さ
ん
に
は
異
動
な
ど
あ
り
ま
し

た
な
ら
届
の
履
行
に
お
留
意
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
こ
の
調
査
の
附
帯
調
査
と
し

て
住
民
の
皆
さ
ん
の
住
宅
に
つ
い
て
一

調
査
さ
せ
て
い
た
y
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
持
家
が
六
千
四
百
四
十
七
、
借
”

家
が
三
百
八
十
七
、
間
借
六
百
三
十

六
、
そ
の
他
（
寄
宿
舎
世
帯
）
五
の

結
果
を
得
ま
し
た
。
全
世
帯
に
対
し
・

て
借
家
聞
借
の
世
帯
は
一
割
三
分
七

㎜
厘
と
な
り
ま
す
。
住
宅
難
は
解
決
さ
』

可
い
る
と
は
い
わ
れ
奮
葦

彊
で
あ
る
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
・

…
わ
け
で
市
政
の
施
策
上
貴
重
な
資
料
㎜

毒
ま
し
た
．

｛
調
査
の
結
果
を
次
に
ご
紹
介
い
た
一

享
し
て
奉
誘
資
詣
た
し
き

㎜
す
．

年
｝一
九
月
十
五
日
は
「
年
よ
り
の
日
」
年

晶『
よ
り
の
．
福
祉
週
間
は
す
で
に
第
七
回

一
を
数
え
、
年
を
追
っ
て
盛
大
に
行
わ

　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
脚

　
　
　
　
　
。
口
日
ロ
卿

』
目
買
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7
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8
つ
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6
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6

瓦
6
。
如

謬
薪

㎝，
9
8

3
σ

1
6
，
7

ラ
う
ア
う
ユ
　
そ

9
5
8
2
9
8
4

皿
L
L
　
　
　
　
ε

町
条
治
箇
田
条

日
　
　
　
　
　
計

十
中
川
六
吉
下

　
（
三
二
・
八
・
一
現
在
）

1人・！

L＿．　市
1
1
4

．9751内

9．8211住
　　　　16・172・宅

1：饗調

，5．101 査
142．961

世　帯

2．679
1．660

　　997

　　264

　　954

　　921

7．475

町
条
冶
箇
田
条

日
　
　
　
　
　
計

十
中
川
六
吉
下

市
内
地
区
別
世
帯
人
口
数

　
健
全
な
発
展
を
続
け
て
い
る
十
日
酊

　
青
年
学
級
は
県
下
で
も
稀
れ
で
、
注

　
目
の
ま
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
青
年

　
学
級
が
生
れ
て
こ
と
し
で
十
年
に
な

　
る
ロ
こ
の
ナ
　
ゆ
を
ぎ
　
　
が
ム
ゴ
　

毫
こ
と
は
ぢ
に
関
讐
の
勇

　
の
賜
で
、
そ
の
育
て
の
親
と
も
い
う

　
べ
き
公
民
舘
主
事
佐
野
良
吉
さ
ん
に

　
そ
の
苦
心
を
き
い
て
み
た
。

　
　
最
初
け
青
年
た
ち
に
基
礎
的
な
学

　
力
を
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て

　
い
た
の
で
ヤ
　
　
も
　
　
ま
の
　
　

二
数
学
、
国
劉
繭
な
ど
が
中
心
だ
．
た
．

㎜
彼
等
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
と
思
い
な
が
ら
、
う
す
暗
い
教
室
で

　
し
の
ん
で
、
固
苦
し
い
講
義
を
き
く

　
の
は
、
余
り
楽
し
い
こ
と
で
は
な
か

　
っ
た
ら
し
い
。

6
0
0
0
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ー
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［
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日

敬
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の
実
践
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れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ご
と
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。

　
十
日
町
市
で
も
毎
年
各
地
区
の
公

民
舘
、
婦
人
会
青
年
団
な
ど
の
ご
協

力
を
得
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
今

年
も
こ
れ
か
ら
年
よ
り
を
い
た
わ

、
り
、
慰
め
る
敬
老
会
が
は
じ
ま
し
ま

す
。
年
よ
り
を
敬
い
、
い
た
わ
る
考

一
え
方
を
日
常
の
実
践
に
ま
で
拡
げ
年

層
5
り
の
一
禰
祉
を
向
上
さ
せ
明
る
い
市

を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

　
お
年
よ
り
は
私
達
の
先
人
で
あ
り

社
会
の
た
め
に
働
い
て
下
さ
っ
た
方

汝
で
す
。
年
よ
り
を
敬
い
い
た
わ
る

こ
と
は
人
の
子
と
し
て
当
然
の
こ
と

、
思
い
ま
す
。
大
い
に
長
牛
き
し
て

余
生
を
楽
し
ん
で
い
た
捨
き
た
い
も

で
す
。

　
個
人
々
汝
が
お
年
よ
り
に
対
し
て

も
っ
と
く
尊
敬
と
い
た
わ
り
の
心

を
持
つ
こ
と
で
、
お
年
よ
り
の
毎
日

を
よ
り
楽
し
い
も
の
に
し
て
い
け
る

・
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
矩
よ
り

の
日
を
定
め
ら
れ
た
ね
ら
い
も
こ
＼

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
老
い
て
元
気
な
お
年
よ
り
は
自
分

の
力
の
続
く
限
り
仕
事
に
励
ん
で
社

会
的
に
存
任
を
確
立
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
よ
う
し
、

　
開
講
式
に
は
百
五
、
六
十
人
も
集

る
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ク
シ
の

歯
が
欠
け
る
よ
う
に
数
が
少
く
な

る
。
こ
と
に
八
月
の
盆
踊
り
シ
ー
ズ

ン
が
終
る
と
、
教
室
は
ガ
ラ
ン
と
し

て
し
ま
う
。
遊
び
グ
セ
が
つ
く
と
学

級
は
敬
遠
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
修
了

ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ

れ
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で

は
な
い
．
魅
力
を
も
た
せ
る
に
は
た

だ
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
生

活
に
役
立
つ
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
、
二
士
ハ
年
度

か
ら
一
般
教
養
の
ほ
か
に
、
農
藁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
周
年
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
青
年
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
ま
で
が
ん
ば
る
の
は
多
く
て
三
十
工
業
、
洋
裁
、
料
理
な
ど
職
業
科
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
、
少
な
い
と
き
は
十
二
人
と
い
う
家
庭
科
を
取
入
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋
し
い
と
き
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
こ
れ
す
ら
も
脱
落
者
が
若
干
少
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
級
生
の
脱
落
を
ど
う
し
て
防
ぐ
な
っ
た
程
度
で
根
本
的
な
解
決
と
は

一
小
さ
な
椅
子
、
机
で
窮
屈
な
思
い
を
か
、
い
か
に
し
て
魅
力
あ
る
学
級
に
い
え
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
関
係
者
の
悩
　
　
そ
こ
で
市
街
地
に
お
け
る
青
年
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
種
だ
っ
た
。
対
策
と
し
て
春
の
級
の
あ
り
方
を
種
々
研
究
し
た
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
秋
の
清
津
峡
探
勝
な
二
十
九
年
度
か
ら
興
味
に
応
じ
た
勉

家
庭
で
は
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
な
く
家

族
の
一
員
と
し
て
楽
し
い
余
生
を
送
』

り
た
い
と
希
っ
て
お
ら
れ
る
乙
と
で

し
よ
う
。

　
こ
う
し
た
年
よ
り
の
つ
＼
ま
し
や

か
な
望
み
を
よ
く
理
解
し
て
、
家
庭

内
で
も
年
よ
り
だ
か
ら
と
い
っ
て

子
供
同
様
の
扱
を
す
る
こ
と
な
く
、

分
に
応
じ
て
家
事
の
お
手
伝
い
も
し

て
い
た
だ
け
ば
、
お
年
よ
り
ら
し
い

経
験
や
思
い
つ
き
で
お
仕
事
を
し
て

下
さ
る
で
し
よ
う
。
叉
ご
本
人
も
生

里
斐
を
感
じ
る
に
違
い
な
い
の
で

す
。
年
よ
り
を
い
た
わ
る
こ
と
が
家

庭
か
ら
社
会
に
と
拡
れ
ば
混
雑
し
た

事
中
で
立
ち
ん
ぼ
す
る
お
年
よ
り
の

姿
も
な
く
な
る
こ
と
で
し
よ
う
．

強
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ー
ス
別
学
習

に
き
り
か
え
、
や
り
方
も
講
義
一
点

ば
り
を
や
め
て
話
し
あ
い
や
研
究
、

実
習
を
主
体
に
変
え
て
き
た
。

　
現
任
は
栄
養
料
理
、
ペ
ン
習
字
、

社
会
、
教
養
、
交
学
鑑
賞
、
郷
土
史
・

農
業
、
織
物
の
八
つ
の
教
科
と
、
ほ

か
に
科
外
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
行
っ
て

い
る
。
ま
た
学
級
生
自
ら
が
学
級
を

運
営
す
る
た
め
二
六
四
名
の
学
級
生

が
自
治
会
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
中
心

に
な
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

実
習
、
卓
球
大
会
、
排
球
大
会
、
青

年
学
級
展
、
機
関
誌
の
発
行
な
ど
、

多
彩
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
・
青
年
学
級
十
年
の
歩
み
の
な

か
、
ら
教
え
ら
れ
た
尊
い
教
訓
だ
っ

た
。

づ
ン
ジ
多
！
§
…
§
甕
〆
！
…
’

8月25日一27日と連日賑った十日町祭風景

罹
か
つ
て
泣
く
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑

　
暑
い
と
思
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
秋
風

が
立
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
み
の
り
の

秋
の
お
と
す
れ
と
共
に
、
と
り
わ
け
．

農
家
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
大
変
お

忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
充
分
ご
健
康

に
注
意
な
さ
れ
、
ご
活
躍
を
祈
り
ま

す
。
　
い
ろ
／
￥
と
都
合
に
よ
り
、
δ
迷

惑
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
農
繁
期
に

皆
さ
ん
の
可
愛
い
子
供
さ
ん
万
に
百

日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
濫
射
が

顔
で
注
射

行
わ
れ
ま
す
が
、
名
忙
に
ま
ぎ
れ
て

注
射
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
通
知
書
が
行
き
ま
し
た

ら
忘
れ
す
に
子
供
さ
ん
に
注
射
を
受

け
さ
せ
て
下
さ
い
。

　
尚
百
日
咳
は
十
日
町
・
川
治
に
ボ

ツ
ボ
ツ
発
生
い
た
し
て
お
り
ま
す
か

ら
ご
注
恵
下
さ
い
。

◆
百
日
咳

地
区
　
月
　
日
　
月

十
日
町
九
・
二
〇
ー
一
二
・
一
六

下吉六川中
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み
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〇七二五九七

郡
市
青
年
学
級
生
大
會

9月10日

高
く
評
価
さ
れ
た
若
人

の
真
し
な
姿

県
下
初
の
こ
こ
ろ
み
だ
と
い
わ
れ
る

郡
市
の
青
年
学
級
生
天
会
が
、
市
内

大
井
田
小
学
校
で
開
か
れ
た
。

　
百
九
八
十
名
の
学
級
生
が
参
加
し

て
若
人
ら
し
い
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

雰
囲
気
の
な
か
で
熱
心
な
研
究
が
続

け
ら
れ
た
。

　
青
年
学
級
は
地
域
に
よ
っ
て
や
り

方
が
違
う
の
で
、
ま
す
飛
獲
の
東
部

青
年
学
級
、
十
日
町
青
年
学
級
な
ど

六
つ
の
学
級
の
発
表
が
あ
っ
た
後
十

の
分
科
会
に
分
れ
て
自
分
た
ち
の
学

級
の
様
子
を
発
表
し
あ
い
、
更
に
運

営
の
な
や
み
な
ど
を
出
し
あ
っ
て
活

ば
つ
な
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
▽
生
活
記
録
を
書
く
に
は
ど
う

し
た
ら
、
ふ
い
か
▽
農
業
の
研
究
の
し

か
た
▽
家
庭
科
の
あ
り
方
▽
自
治
会

▽
機
関
紙
の
問
題
な
ど
真
剣
な
討
議

が
重
ね
ら
れ
、
傍
聴
し
㌦

い
た
講
師

の
県
公
民
舘
連
絡
協
議
会
長
の
丸
山

直
一
郎
氏
は
「
自
分
の
郷
里
に
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
青
年
た
ち
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
ん
と
に
感
心
し
た
」

と
若
い
人
た
ち
の
真
摯
な
姿
を
高
く

評
価
し
て
お
ら
れ
た
。

　
つ
y
い
て
丸
山
講
師
の
「
青
年
た

ち
に
贈
る
こ
と
ば
」
と
い
う
感
銘
深

い
お
話
し
が
あ
り
、
最
後
に
「
青
年

教
育
を
こ
う
考
え
る
」
と
い
う
久
保

田
津
南
町
教
育
長
、
太
田
水
沢
村
教

育
長
、
酒
井
南
長
塞
長
、
三
氏
の
討

議
が
あ
っ
て
大
会
の
幕
を
と
じ
た
。

大
会
に
対
す
る
参
加
者
の
声
と
し
て

非
常
に
有
意
義
な
会
合
だ
か
ら
例
年

つ
狩
け
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
圧

倒
的
に
多
く
、
明
日
の
青
年
学
級
の

運
営
に
い
く
つ
か
の
尊
い
収
穫
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
y
わ
れ
た
。

昭
和
32
年
度

　
　
　
十
日
町
市
消
防

　
　
　
団
後
援
ム
質
予
算

　
消
防
団
後
援
会
の
本
年
度
の
予
算

額
は
四
十
万
一
千
七
百
七
十
六
円
で

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〔
収
入
の
部
〕

一
、
会
費
三
七
三
、
O
O
O
円

　
（
会
費
は
一
口
二
十
五
円
一
世
帯

　
平
均
二
口
五
十
円
）

二
．
雑
収
入
　
　
三
、
O
O
O
円

三
、
繰
越
金
　
二
五
、
七
七
六
円

　
計
　
　
　
四
〇
ス
七
七
六
円

　
〔
支
出
の
部
〕

一
、
事
業
費
三
九
三
、
O
O
O
円

　
0
無
火
災
分
団
表
彰
費

　
　
　
　
　
三
三
、
O
O
O
円

　
②
退
職
団
員
表
彰
記
念
品
代

　
　
　
　
　
四
〇
、
O
O
O
円

　
⑤
団
員
家
族
慰
安
会
員
費

　
　
　
　
　
一
二
〇
、
0
0
0
円

　
④
消
防
音
楽
隊
楽
器
購
入
費

　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O

　
⑤
防
火
官
伝
用
横
断
幕
購
入
費

　
　
　
　
　
三
五
、
0
0
0
円

　
⑤
出
初
式
及
ぴ
演
習
出
動
賄
費
助

　
成
一
〇
〇
、
0
0
0
円

　
⑦
そ
の
他
　
一
五
、
O
O
O
円

二
、
予
備
費
　
　
八
、
七
七
六
円

　
計
　
　
　
四
〇
一
、
七
七
六
円

前
年
度
比
較
　
一
三
六
、
六
七
四
円

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
来
る
十
月
一
日
よ
り
十
月
三
十
一

日
ま
で
赤
い
羽
根
の
募
金
が
始
ま
り

　
　
米
の
出
荷
の
心
得

　
農
塚
の
皆
さ
ん
は
、
充
分
周
知
の
　
　
脱
ぷ
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

こ
と
＼
思
い
ま
、
す
が
、
今
一
度
次
の
三
、
量
目
確
保
…
正
確
な
秤
を
使
っ

点
に
留
意
し
て
、
優
秀
な
米
を
出
荷
　
　
て
目
切
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
包
装
…
小
口
の
ヒ
ゲ
は
封
な
わ

一
、
乾
爆
…
米
質
が
良
く
て
も
、
乾
　
　
の
と
こ
ろ
か
ら
直
角
に
折
り
曲
げ

　
燥
が
不
充
分
で
あ
る
と
等
級
を
下
　
　
叉
目
貫
な
わ
を
充
分
引
上
げ
て
か

　
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
っ
か
り
と
か
じ
り
、
横
な
わ

二
、
調
整
⊥
二
分
の
一
以
上
の
肌
す
　
　
縦
な
わ
と
も
充
分
し
め
て
俵
の
長

　
れ
米
が
一
〇
％
以
上
混
っ
て
い
る
　
　
さ
が
俵
尺
（
二
尺
五
寸
）
に
入
る

　
と
一
等
級
格
下
げ
に
な
る
か
ら
、
　
　
よ
う
に
す
る
。

「
と
し
よ
り
」
の

慰
要
興
行

市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
去
る
八
月
二
十

日
よ
り
四
日
問
映
劇

舘
主
の
御
好
意
に
ょ

り
全
市
七
士
愈
上

の
「
と
し
よ
り
」
千

八
百
七
十
名
を
各
地

区
に
わ
け
て
「
明
治

天
皇
と
日
露
大
戦
争

」
の
映
画
に
御
招
待

「
と
し
よ
り
㎞
は
当

時
を
追
憶
し
て
大
変

感
激
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
す
。
市
に
割
当
て
ら
れ
た
募
金
額

が
三
十
一
万
七
千
円
そ
の
ほ
か
琶
会

を
明
る
く
す
る
運
動
の
募
金
等
十
万

円
が
さ
ら
に
増
額
さ
れ
て
計
四
十
一

万
七
千
円
を
募
金
す
る
と
＃
、
自
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
に

い
ろ
く
の
資
料
を
た
づ
さ
へ
て
各

地
区
毎
に
御
協
力
懇
談
に
ま
わ
る
予

定
で
δ
ざ
い
ま
す
。
そ
の
折
り
は
是

非
共
δ
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
共
同
募
金
会
よ
り
）

県
肢
体
不
自

由
児
施
設

県
下
肢
体
不
自
由
児
六
千
人
の
施
設

を
つ
く
る
た
め
の
募
金
が
十
日
阿
市

二
十
四
万
円
を
目
標
に
対
し
て
現
任

一
六
九
、
〇
一
四
円
の
募
金
成
果
を

修
め
て
お
居
り
ま
す
の
で
・
こ
こ
に

紙
上
を
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

尚
ま
だ
末
納
部
落
が
二
、
三
あ
り
ま

す
が
、
出
来
る
限
り
早
急
に
お
納
入

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
し
ま
す
。

…　
　
　
ぽ
　
り
き
ミ
ば

購
鐘

　増築なつた楽
としより」を尊敬し親愛
福を考え，若い人達が協
合つてこそ明るい社会が
中魚沼郡では不幸な「お
余生の福祉をはかりたい
したが，今回八畳四室．
た。身寄りのないご不幸
遠慮なく社会福祉事務所
■●σ一●σゆ

　

r
蓬

　
　
人
事
　
異
動

希
望
退
職
制
度
の
設
置
に
伴
い
左
の

希
望
者
が
あ
り
、
人
事
の
異
動
が
次

の
よ
う
に
発
令
さ
れ
た
。

　
建
設
課
書
記
補
　
　
矢
ロ
ハ
ル
イ

願
に
依
り
畠
務
更
員
を
免
す
る
。

　
　
　
　
　
（
八
月
三
十
一
日
附
）

下
条
出
張
所
主
任
主
事
小
杉
正

建
設
課
建
築
係
侵
、
技
師
山
岸
忠
雄

財
務
課
地
籍
係
長
主
事
服
部
博

吉
田
診
療
所
勤
務
主
事
．
廼
井
．
義
助

常
備
消
防
部
長
技
師
　
　
田
辺
精
蔵

社
会
福
祉
嚢
肋
所
長
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
義
三

財
務
課
財
務
係
書
記
　
　
波
形
熊
治

建
設
課
土
木
係
長
技
師

　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
滝
三
郎

市
長
室
附
を
命
す
る
。

十
日
町
市
訓
令
第
三
号
六
の
規
定
に

よ
り
待
命
を
命
ず
る
（
昭
和
三
十
二

年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
）
　
　
　
（
九
月
一
日
附
）

　
助
役
兼
水
瀧
課
長
　
樋
口
　
　
清

兼
ね
て
社
会
福
祉
事
務
所
長
を
命
ず

る
G
　
下
条
出
張
所
戸
籍
係
主
事
近
藤
豊

下
条
出
張
所
主
任
を
命
す
る
。

出
納
員
を
命
す
る
。

　
建
設
課
長
　
　
　
中
町
忠
雄

兼
ね
て
建
設
課
建
築
係
長
を
命
ず
る

　
建
設
課
土
木
係
技
師
　
林
　
一
郎

建
設
課
土
木
係
長
を
命
ず
る
。

　
財
務
課
賦
課
係
書
記
　
山
田
叉
重

主
事
を
命
ず
る
。

財
務
課
第
二
賦
課
係
長
を
命
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軋

　
中
条
出
張
所
地
籍
係
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
節
三

主
事
を
命
す
る
。

財
務
課
地
籍
係
長
を
命
す
る
。

　
財
務
課
第
二
賦
課
係
長
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
義
宜

保
険
衛
生
課
吉
田
診
療
所
勤
務
を
命

す
る
。

出
納
員
を
命
す
る
（
九
月
一
日
附
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
博
三

十
日
町
市
技
術
更
員
に
採
用
す
る
。

技
手
を
命
す
る
。

水
道
課
勤
務
を
命
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
二
日
附
）

　
き
　
ラ

　
　
編
集
後
記

　
九
月
十
五
日
年
よ
り
の
日
に
あ
た

り
、
市
の
六
〇
才
以
上
の
方
の
人
口

を
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
男
ぺ
七

〇
六
人
女
二
、
〇
一
五
人
計
三
、
七

二
一
人
に
な
り
ま
す
。
市
人
口
の
約

八
・
六
六
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

最
年
長
者
は
九
十
三
才
で
十
日
町
江

道
の
お
ば
あ
さ
ん
庭
野
キ
ン
さ
ん
と

中
条
入
山
の
お
じ
い
さ
ん
星
野
伊
勢

松
さ
ん
の
お
ふ
た
方
で
元
治
元
年
生

れ
で
す
。

　
お
互
に
お
年
よ
り
を
い
た
わ
り
余

生
を
楽
し
く
な
が
生
き
し
て
い
た
だ

き
ま
し
よ
う
。
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